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(百万円未満切捨て)

１．平成29年12月期第２四半期の連結業績（平成29年１月１日～平成29年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第２四半期 31,576 19.0 3,638 14.2 3,298 14.9 2,225 25.4

28年12月期第２四半期 26,533 30.0 3,185 16.1 2,870 14.7 1,774 20.3
(注) 包括利益 29年12月期第２四半期 2,225百万円( 25.4％) 28年12月期第２四半期 1,774百万円( 20.3％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年12月期第２四半期 91.38 91.18

28年12月期第２四半期 74.36 74.22
(注)当社は、平成28年７月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連

結会計年度の期首に当該分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半
期純利益を算定しております。

　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年12月期第２四半期 56,538 17,291 30.4

28年12月期 58,145 15,557 26.6
(参考) 自己資本 29年12月期第２四半期 17,179百万円 28年12月期 15,464百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年12月期 － 0.00 － 21.00 21.00

29年12月期 － 0.00

29年12月期(予想) － 23.00 23.00

(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
２．平成28年12月期期末配当金の内訳： 普通配当19円00銭 記念配当２円00銭(東証一部指定記念配当)

　　

　

３．平成29年12月期の連結業績予想（平成29年１月１日～平成29年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 72,175 25.5 7,191 14.0 6,370 11.8 4,085 39.6 167.75
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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　※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年12月期２Ｑ 24,355,000株 28年12月期 24,355,000株

② 期末自己株式数 29年12月期２Ｑ －株 28年12月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期２Ｑ 24,355,000株 28年12月期２Ｑ 23,863,434株

(注)当社は、平成28年７月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前
連結会計年度の期首に当該分割が行われたと仮定して、期中平均株式数を算定しております。

　

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

　※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意
事項等については、添付資料３ページ「1．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成29年１月１日～平成29年６月30日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の

改善が続き、個人消費や設備投資に持ち直しの動きが見られ、景気は緩やかな回復基調が続いておりますが、一方

で、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響に留意する必要があり、先行きは依然不透明な状況が続きま

した。

当社グループの属する不動産業界におきましては、平成29年７月３日に国税庁が発表した路線価（平成29年１月

１日時点）は、全国平均で0.4％上昇し、前年の0.2％上昇から上昇幅を拡大しました。当社グループの主力エリア

である首都圏の路線価は、都心での再開発案件、訪日客増加によるホテル需要や消費の高まり、並びに物流施設の

増加等が影響し、昨年に続き上昇しました。

中古住宅市場では、首都圏における新築マンションの供給は低水準が続いており、良質な中古マンションへの高

い需要が継続しております。公益財団法人東日本不動産流通機構（東日本レインズ）によれば、平成29年６月度の

首都圏中古マンションの成約件数は、前年同月比で増加し、成約価格及び成約㎡単価は平成25年１月から54カ月連

続で前年同月を上回り、好調に推移しております。

不動産売買市場では、都心の市況回復が周辺エリア・地方都市へと波及しており、低金利による良好な資金調達

環境を追い風に、引き続き、国内外の投資家の高い需要が継続しております。

このような市場環境の中、当社グループは主力事業である不動産売買事業における首都圏ドミナント戦略の推進

を継続し、引き続き成長ドライバーである投資用不動産の買取再販活動を強化してまいりました。

不動産売買事業における投資用不動産販売につきましては、３億円超の一棟投資用不動産販売が22件（内10億円

超は４件）となり、取扱物件の大型化が計画通りに進捗している他、１億円から３億円までの主力価格帯の物件や

投資用区分所有マンションの販売も増加傾向で推移しております。引き続き、金融緩和による法人投資家の資金調

達環境が良好なこともあり、相続対策層や海外投資家等を含め、販売も堅調に推移しております。投資用不動産の

売上高は前年同期比25.5％増の257億83百万円となり、引き続き全社業績を大きく牽引しております。

不動産売買事業における居住用不動産販売につきましては、参入障壁が低く、競合増加に伴う仕入価格の上昇が

継続しました。このような環境の中、都心部や生活利便性の高いエリアにおける厳選した仕入を行い、物件毎の利

益管理を徹底したことにより、居住用不動産の売上高は前年同期比8.5％減の44億92百万円となりましたが、概ね当

初計画通りに推移しております。

賃貸その他事業につきましては、不動産売買事業における投資用不動産の積極的な買取活動に連動して、不動産

賃貸収入が増加傾向で推移しております。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は315億76百万円（前年同期比19.0％増）、営業利益は36

億38百万円（同14.2％増）、経常利益は32億98百万円（同14.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は22億

25百万円（同25.4％増）となりました。

（注）「投資用不動産」は、一棟賃貸マンション・一棟オフィスビル等の賃貸収益が発生する物件を購入者が主

に投資用として利用する不動産として区分し、「居住用不動産」は、区分所有マンションを中心に購入者が居住用

として利用する不動産として区分しております。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（不動産売買事業）

不動産売買事業におきましては、一棟賃貸マンション、一棟オフィスビル及び投資用区分所有マンション等の

投資用不動産の販売が164件（前年同期比57件増）、平均販売単価は15,721万円（同18.1％減）となり、売上高は

257億83百万円（同25.5％増）となりました。販売件数が大幅に増加し、平均販売単価が低下しておりますが、こ

れは１億円未満の投資用区分所有マンション等の販売件数が大きく増加したことによるものであります。

区分所有マンション等の居住用不動産の販売は182件（前年同期比５件減）、平均販売単価は2,468万円（同6.0

％減）となり、売上高は44億92百万円（同8.5％減）となりました。

以上の結果、売上高は303億20百万円（前年同期比19.1％増）、セグメント利益（営業利益）は38億79百万円

（同14.6％増）となりました。
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（賃貸その他事業）

賃貸その他事業におきましては、不動産売買事業における投資用不動産の買取活動に連動して、不動産賃貸収

入が12億40百万円（前年同期比17.4％増）となり、安定した収益基盤として着実に成長を続けております。

以上の結果、売上高は12億56百万円（前年同期比17.8％増）、セグメント利益（営業利益）は４億98百万円

（同13.4％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における財政状態は、資産が565億38百万円（前期比2.8％減）、負債が392億47百万

円（同7.8％減）、純資産は172億91百万円（同11.1％増）となりました。

資産の主な減少要因は、販売用不動産が29億73百万円減少した一方、現金及び預金が11億35百万円増加したこと

によるものであります。

負債の主な減少要因は、長期借入金（１年内返済予定を含む）が39億42百万円減少したことによるものでありま

す。

純資産の主な増加要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が22億25百万円増加した

一方、剰余金の配当により５億11百万円減少したことによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ９億20百万円増加し、85億84百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの

状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において、営業活動の結果獲得した資金は、49億70百万円（前年同四半期連結累計

期間は、56億82百万円の使用）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益34億60百万円を計上した

こと、たな卸資産の減少25億82百万円及び法人税等の支払９億88百万円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において、投資活動の結果使用した資金は、１億39百万円（前年同四半期連結累計

期間は、４億42百万円の使用）となりました。これは主に、定期預金の預入による支出９億12百万円及び定期預

金の払戻による収入６億98百万円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において、財務活動の結果使用した資金は、39億９百万円（前年同四半期連結累計

期間は、52億10百万円の獲得）となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出165億45百万円及び長期

借入れによる収入126億３百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年12月期の通期連結業績予想につきましては、平成29年２月10日に公表しました連結業績予想から変更は

ございません。

なお、本資料に記載されている業績予想に関する記述は、本資料の発表日現在における将来に関する前提・見通

し・計画に基づく予想であり、リスクや不確定要素を含んでおります。実際の業績は、当社グループの事業を取り

巻く経済環境、市場動向等様々な要因により、記述されている業績予想とは大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,825,885 9,961,109

売掛金 21,468 15,175

販売用不動産 45,354,211 42,380,896

仕掛販売用不動産 77,690 123,282

繰延税金資産 339,850 357,870

その他 556,393 823,882

貸倒引当金 △8,055 △7,463

流動資産合計 55,167,445 53,654,754

固定資産

有形固定資産

建物 1,282,299 1,249,733

減価償却累計額 △260,517 △251,601

建物（純額） 1,021,782 998,131

土地 1,413,516 1,326,840

その他 134,162 138,528

減価償却累計額 △68,737 △74,116

その他（純額） 65,424 64,412

有形固定資産合計 2,500,723 2,389,384

無形固定資産 138,695 130,067

投資その他の資産

繰延税金資産 230,372 194,437

その他 91,432 147,406

投資その他の資産合計 321,805 341,843

固定資産合計 2,961,223 2,861,295

繰延資産 16,687 22,115

資産合計 58,145,356 56,538,164
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 621,824 608,902

短期借入金 3,927,200 4,241,000

1年内償還予定の社債 180,000 300,000

1年内返済予定の長期借入金 3,472,013 4,997,230

未払法人税等 988,068 1,281,351

賞与引当金 45,590 54,368

工事保証引当金 56,836 63,085

その他 1,671,147 1,491,598

流動負債合計 10,962,679 13,037,536

固定負債

社債 720,000 840,000

長期借入金 30,021,520 24,553,630

退職給付に係る負債 69,264 75,971

その他 814,858 739,971

固定負債合計 31,625,643 26,209,574

負債合計 42,588,322 39,247,110

純資産の部

株主資本

資本金 2,549,609 2,549,609

資本剰余金 2,472,609 2,472,609

利益剰余金 10,442,741 12,156,965

株主資本合計 15,464,961 17,179,185

新株予約権 92,072 111,868

純資産合計 15,557,033 17,291,054

負債純資産合計 58,145,356 56,538,164
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 26,533,571 31,576,605

売上原価 21,535,235 25,791,329

売上総利益 4,998,335 5,785,276

販売費及び一般管理費 1,813,111 2,147,215

営業利益 3,185,224 3,638,061

営業外収益

受取利息及び配当金 1,133 1,459

受取手数料 3,293 4,815

違約金収入 6,223 7,082

受取保険金 7,590 －

その他 3,416 5,833

営業外収益合計 21,657 19,190

営業外費用

支払利息 299,265 330,127

株式交付費 15,457 －

支払手数料 22,077 24,284

その他 － 4,325

営業外費用合計 336,800 358,736

経常利益 2,870,080 3,298,515

特別利益

過年度消費税等戻入額 － 133,218

固定資産売却益 12 28,902

特別利益合計 12 162,120

特別損失

固定資産売却損 － 8

特別損失合計 － 8

税金等調整前四半期純利益 2,870,092 3,460,627

法人税、住民税及び事業税 1,072,622 1,217,032

法人税等調整額 23,092 17,915

法人税等合計 1,095,715 1,234,947

四半期純利益 1,774,377 2,225,679

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,774,377 2,225,679

決算短信（宝印刷） 2017年08月03日 10時49分 8ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社ムゲンエステート(3299) 平成29年12月期 第２四半期決算短信

― 7 ―

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 1,774,377 2,225,679

四半期包括利益 1,774,377 2,225,679

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,774,377 2,225,679
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,870,092 3,460,627

減価償却費 297,224 389,820

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,563 △247

賞与引当金の増減額（△は減少） △20,585 8,778

工事保証引当金の増減額（△は減少） 9,483 6,248

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5,609 6,707

受取利息及び受取配当金 △1,133 △1,459

支払利息 299,265 330,127

株式交付費 15,457 －

株式報酬費用 33,900 19,795

社債発行費償却 － 2,522

固定資産売却損益（△は益） △12 △28,893

過年度消費税等戻入額 － △133,218

売上債権の増減額（△は増加） 11,046 6,237

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,489,411 2,582,392

仕入債務の増減額（△は減少） 5,714 △12,922

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,276 △79,888

未収消費税等の増減額（△は増加） 62,778 17,273

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 61,732 △73,883

その他の流動資産の増減額（△は増加） △770,194 △287,032

その他の流動負債の増減額（△は減少） 98,766 99,061

その他 △29,276 △28,409

小計 △3,543,379 6,283,637

利息及び配当金の受取額 1,133 1,459

利息の支払額 △304,729 △326,510

法人税等の支払額 △1,835,852 △988,346

営業活動によるキャッシュ・フロー △5,682,827 4,970,240

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △737,065 △912,588

定期預金の払戻による収入 342,795 698,357

有形固定資産の取得による支出 △16,869 △81,179

有形固定資産の売却による収入 12 186,623

無形固定資産の取得による支出 △30,961 △678

出資金の払込による支出 － △29,950

投資活動によるキャッシュ・フロー △442,088 △139,416
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 319,561 313,800

長期借入れによる収入 14,306,000 12,603,000

長期借入金の返済による支出 △10,968,110 △16,545,671

社債の発行による収入 － 292,050

社債の償還による支出 － △60,000

株式の発行による収入 1,904,105 －

リース債務の返済による支出 △996 △1,554

配当金の支払額 △352,160 △511,455

ストックオプションの行使による収入 2,171 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,210,570 △3,909,831

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △914,345 920,992

現金及び現金同等物の期首残高 6,291,018 7,663,098

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,376,672 8,584,091
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

　

（セグメント情報等）

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２不動産売買事業 賃貸その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 25,467,477 1,066,094 26,533,571 ― 26,533,571

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 4,021 4,021 △4,021 ―

計 25,467,477 1,070,116 26,537,593 △4,021 26,533,571

セグメント利益 3,384,214 439,176 3,823,391 △638,167 3,185,224

(注)1.セグメント利益の調整額△638,167千円は、主に一般管理費等の各報告セグメントに配賦されない全社費用であ

ります。

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２不動産売買事業 賃貸その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 30,320,401 1,256,204 31,576,605 － 31,576,605

セグメント間の内部売上高
又は振替高

28,901 3,776 32,678 △32,678 －

計 30,349,302 1,259,981 31,609,283 △32,678 31,576,605

セグメント利益 3,879,862 498,100 4,377,962 △739,901 3,638,061

(注)1.セグメント利益の調整額△739,901千円は、主に一般管理費等の各報告セグメントに配賦されない全社費用であ

ります。

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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